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第34回

「人口減少社会と地方再生Jァーマ

「
静
か
な
る
有
事
」
と
し
て
確
実
に
忍
び
寄
る
人
口
減
少
と
地
方

の
衰
退
。
経
済
の
縮
小
や
社
会
保
障
制
度
の
破
綻
な
ど
を
も
た
ら
す

こ
の
困
難
に
打
開
策
は
あ
る
の
か
。
第
M
回
土
光
杯
全
日
本
青
年
弁

論
大
会
（
フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
グ
ル
ー
プ
主
催
、
積
水
ハ
ウ
ス
特
別
協
賛
）

が
6
日
、
東
京
・
大
手
町
の
サ
ン
ケ
イ
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
聞
か
れ
、
若

者
た
ち
が
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。
大
会
テ
！
マ
は
「
人
口
減
少
社
会
と

地
方
再
生
」

。
論
文
審
査
を
勝
ち
抜
い
た
弁
土
日
人
の
う
ち
、
最
優

秀
賞
の
土
光
杯
、
優
秀
賞
の
産
経
新
聞
社
杯
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
杯
、
ニ

ッ
ポ
ン
放
送
杯
、
岡
山
出
身
の
土
光
敏
夫
氏
に
ち
な
ん
で
新
設
さ
れ

た
特
別
賞
の
岡
山
賞
に
輝
い
た
5
人
の
主
張
の
要
旨
を
紹
介
す
る
。

（
要
旨
略
）

国 土光杯全日本青年弁論大会

行政改革に大きな足跡を残した

故土光敏夫臨時行政調査会長の「行革

の実行には若い力が必要」との呼びか

けに応じてフジサンケイグループが昭

和60(1985）年に創設。テーマはその
後、拡大され、日本の将来を担う若者

の主張の場として毎年開催される。

審
査
委
員
長

E翠彊困難にチャレンジした若き弁士に敬意
拓
殖
大
学
学
事
顧
問
渡
辺
利
夫
氏

登
壇
さ
れ
た
日
人
の
弁
士
は
1
次
選
考

を
勝
ち
抜
い
た
実
力
者
ば
か
り
で
、
審
査

は
難
渋
を
極
め
ま
し
た
。
豊
か
な
発
想
力

・
構
想
力
を
も
っ
て
、
企
業
経
営
や
国
の

規
制
改
革
を
や
り
遂
げ
た
土
光
敏
夫
さ
ん

を
冠
に
し
た
大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
、
白
熱

し
た
弁
論
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
大
会
で

の
弁
論
を
聞
い
て
、
私
の
中
で
は
以
下
の

5
点
が
像
を
結
び
か
げ
て
お
り
ま
す
。

①
出
生
増
加
に
向
け
て
は
累
進
的
な
加

算
給
付
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
財
政
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
l
（
優
先

順
位
）
を
ど
こ
に
置
く
べ
き
か
が
問
題

②
世
界
展
開
を
視
野
に
も
入
れ
た
、

A

ー
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
に
よ
る
、
人
生
に

余
裕
を
生
み
出
す
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創

設
が
必
要

③
高
齢
者
の
就
業
支
援
へ
の
理
解
を
高

め
る
こ
と
が
重
要

④
高
齢
者
だ
け
で
な
く
若
者
向
き
の
政

策
も
実
現
す
る
た
め
、
投
票
に
年
齢
別
の

価
値
づ
け
を
検
討
し
て
も
い
い
の
で
は

⑤
戦
後
日
本
で
は
個
の
重
要
性
が
絶
対

視
さ
れ
て
い
る
が
、
一
番
の
基
礎
的
共
同

体
で
あ
る
「
家
族
」
に
つ
い
て
、

E
U憲

章
と
同
様
、
「
家
族
の
生
存
権
」
も
憲
法

に
う
た
う
べ
き

困
難
と
い
う
べ
き
難
し
い
テ
l
マ
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
、
堂
々
と
弁
論
さ
れ
た
弁
士

諸
君
に
深
い
敬
意
を
表
し
ま
す
。
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r:11~ 
渡辺利夫審査委員長

（石）から表彰される
土光杯の松下天風さ

ん （いずれも古厩正
樹撮影）

審査委員は次の通り。渡辺利夫（拓殖大学学事顧問） C>平林文明（積水ハウス特別顧問） • C>中静敬一郎 （岡山放送
社長）C>平野啓子 （語り部、かたりすと、大阪芸術大学教授） C>葛城奈海（ジャーナリスト、俳優） C>石原正人 （フ
ジテレビジョン報道局長） C>大久保太郎 （ニッポン放送報道部長）C>石井聡（産経新聞社論説委員長）＝敬称略


